
 

 

 

 

 

 

 

 

 3 月 18 日から 30 日にかけて、JA 福井市管内にて担い手農家訪問

運動が行われました。JA福井市の長谷川会長、豊岡理事長をはじめ、

経済連の堺井常務、TAC、県連職員が担い手農家を訪問し、生産者の

方々の要望や抱えている問題等を聞き入れ、今年一年の JA への協力

を仰ぎました。 

 訪問先では、配布資料の大型規格除草剤や地下水位制御システ

ム等の情報案内以外に、飼料用米の作付けや来年度の米の価格、

地域の農業事情や経営状況など、生産者の方々から様々な意見を

聴くことができました。担い手農家のもとへ JAの常勤役員が訪問

したことで、直接 意見交換ができた大変価値ある訪問運動となり

ました。 

3月 18日、平成 28年産水稲直播・麦栽培技術講習会

が JA吉田郡本所にて開催され、管内で直播や麦を栽培

する多くの生産者が集まりました。 

 始めに県農林総合事務所の中村主事より、これから始

まる水稲栽培の「直播栽培のポイント」や、「今後の麦

管理について」説明がありました。「直播栽培のポイン

ト」では、種子の準備や播種、水田の水管理について、

カルパーコーティング、鉄コーティングに分けて話があ

りました。また「今後の麦管理について」では、今年の

気候条件は麦栽培にとってイレギュラーであり、小麦、 

 大麦ともに出穂が早まると予想されていること等を説明。大麦は生育を確認し、過繁茂であれば追肥を行う

よう呼びかけました。 

その後、JA 吉田郡より資材の変更や、注文書、委託作業についての説明が行われました。各説明の後に

は生産者より多くの質問が挙がり、今後の水稲栽培品種やカントリー利用について共通事項を確認するな

ど、生産者と JA職員の距離が近い講習会となりました。 

長谷川会長（奥㊧）と話をされる生産者（奥㊨） 

左から堺井常務. 生産者. ＴＡＣ. 豊岡理事長 
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 JA青壮年部田谷会長からは、「TACに期待する」と題し

た講演がありました。自身が青年海外協力隊としてインド

ネシアで活動された経験を基に、インドネシアと日本の農

村の違いについて話されました。インドネシアで感じた活

気ある集落、勢いのある農業のキーワードとして「人との

接点が多いこと」を挙げ、TACには積極的に農家に出向い

て意見交換を行い、ニーズを知っていって欲しいという意

見を頂きました。 

取組目標発表では、県内 67名の TAC を代表して JA若

狭担い手対策課の中積課長代理より発表があり、個人目標

である「水田園芸の拡大」について、管内の加工キャベツ

や白ネギ栽培の課題と意気込みを述べられました。 

基調講演の先進地 JA事例報告では、今年度全国 TACパ

ワーアップ大会で全農会長賞を受賞した石川県 JA小松市

営農部 南出部長より講演を頂きました。営農指導員は営農

のプロ、TACは営業のプロと話し、TACは農家に寄り添い、

感動を与える JAの総合渉外役であると強く話されました。 

その後、南出部長との意見交換会も催され、大変有意義

な大会となりました。 

 全農 TAC 推進課宗
そう

和弘課長より全国情勢が報告され、

その中で担い手あたりの面談回数は年 8 回が定着してい

ることが、さらに今後は担い手の信頼を得ていくために年

12 回の月 1 訪問を目指していくことが必要だとの呼びか

けがありました。 

県内 TAC事例報告では、JA越前丹生営農生活課の青山

倫之係長より、水田園芸として取り組まれたスイートコー

ンやブロッコリー、キャベツ等の栽培内容や出荷率、所得

等の紹介があり、提案から販売、反省まで生産者と一緒に

作り上げることが重要であると強調されました。 

 

 3月 1日に「福井県 TACキックオフ大会」が経済連総合施設センターにて開かれ、県内 JAの担当役職員

をはじめ、TACや担い手担当者ら約 100名が集まりました。県下 10 JAで取り組まれている TAC活動を

JA役職員に広く知ってもらうことで、TAC活動の体制強化やレベルアッに繋げていくことを目的として開

催されました。 

冒頭、香川理事長より「本県の TAC活動は 8年目を迎え、TACの重要性は年々増している。担い手が求

める要望に広く応えていくために、TACの方々には引き続き価値ある提案活動を行って頂きたい」と挨拶

がありました。 

 



 2月 16日、福井県立大学にて「元気な福井の農業」

躍進大会が開かれました。当日は冷え込みの強い日で

したが、会場 3階席まで埋まるほどの大勢の生産者や

JA関係者が訪れました。 

前半は、農業技術通信社代表取締役で月刊「農業経

営者」編集長の昆
こん

吉則氏による「真の農業経営者はど

うあるべきか～大規模経営の展望～」と題して講演が

行われました。減反廃止後の水田経営リスクに対応し

ていくためには、交付金に頼らない経営が必要であり、

さらに時代の変化に応えていくために、未来から逆算

して何をすべきか考えていくことが大事だと話されま

した。また、現在の水田の慣行体系では、規模拡大を

しても経営のリスクが高いことから、投下労働あたり

の収益が高い子実トウモロコシの作付けを勧めていま

した。 

  
後半は、「これからの農業への思い」というテーマ

のもと、県内外 6名の農業者によるリレートークが行

われました。農業者の分野は大豆加工や畜産、米粉パ

ン製造等と様々で、餅加工やコメの生産等を手掛ける

「六星（石川県白山市）」の軽部英俊社長は、株式会

社設立の経緯や直売所を始めた理由、外国での餅の

PR等について話されました。今後は、外国では「グ

ルテンフリー」の米粉等に興味を持つ方が多くいるこ

とから、日本の食文化を発信していきたいと強く話さ

れていました。 

昼食時には、県内の植物工場で作られたサラダの試

食があり、ブースは大勢の人で賑わっていました。ド

レッシングあり、なしの両方が配られ、興味深そうに

トマトや葉物野菜等を味わって食べている人々の姿

が見られました。 

 



3月 4日、「ふくい葱人サミット」が JA花咲ふく

い芦原支店で開かれました。このサミットは葱人

（＝1 ha以上の作付けを行っている大規模白ネギ

生産者）を対象に、高品質な白ネギの大規模生産や、

水稲との複合経営などの栽培技術を学び情報交換

する場として開催されました。 

 始めに、経済連園芸特産課の大西課長より「白ネ

ギの販売情勢」として、2015年度は出荷量 1,197 t、

売上 4億 3000万円で、夏場の単価推移が良く売上

が上昇したこと、福井ネギは白度が良く 2～3年前

よりも評価が上がっていること等が報告されまし

た。これに加えて、大阪市場のシェアも 14％と数

字を伸ばしており、今後も売り場拡大・ブランド化

の定着を図っていきたいと話されました。 

次に「秋田県での 7～8 月どり栽培への取り組

み」をテーマに、秋田農業試験場の本庄主任より

講演がありました。秋田県の白ネギ出荷は 9～11

月が多く、そこへ単価の高い 7～8月に出荷できる

栽培体系が求められたとのこと。雪で定植時期を

早めることができないため、解決策として播種時

期を早め、1 穴 2 粒播種を 1 粒に変更。疎植にし

て、大苗で定植を実施することで在圃期間を短縮

し、早期収穫を可能にしたことを話されました。

その他栽培技術や温度条件、除草対策についても

細かく説明されました。 

その後、白ネギと水稲の複合経営の事例が 5 件

発表されました。中でも、排水・灌水の 2 つの機

能を持つ地下水位システム「FOEAS」を活用した

白ネギ栽培の事例報告では、降雨後に水が溜まっ

ていた圃場が、表面排水と FOEAS により劇的に

改善し、反 2.5 t 収穫できたこと報告がありまし

た。 

サミット後には質疑応答も交わされ、学びの多

い大会となりました。 







 

詳しくは最寄りのＪＡへお問い合わせください。 


